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令和４年

（2022)

和歌山城紅葉渓庭園（和歌山市）

徳川頼宣が江戸時代初期に和歌山城西の丸御殿に築いた「紅葉渓庭園（西の丸庭園）」。
四季折々の趣ある風景で見る者の心を癒やしてくれる庭園ですが、堀の中に浮かぶ「鳶魚閣（え
んぎょかく）」の佇まいも相まって、紅葉の季節の眺めは格別です。
秋の装いの和歌山県に是非お越しください。 （写真提供：公益社団法人和歌山県観光連盟）
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                      知 事 メ ッ セ ー ジ   

 

希望の星  

 

20 世紀少年という映画がしばらく前に流行って、私はテレビでこれを観
み

まし

た。荒唐無稽な設定の映画だとは思いますが、その中でおじさん役が少女に対

して放つ「カンナは俺たちの最後の希望だ」という叫び声が妙に記憶にとどま

りました。 

 私もまだ元気ですが、今 72 歳でけっこうおじさんです。和歌山の未来は若い

世代の活躍にかかっています。私は、職業柄、ＪＣや商工会議所青年部や商工

会青年部といった若い人たちのサークルへ来賓としてよく呼ばれますが、その

度にこの言葉を多少のユーモアを込めて贈っています。こういう青年たちはよ

き仲間とともに社会課題にまじめに取り組んで、さまざまな奉仕活動などをし

てくれている立派な人たちです。しかし、私は、それを讃
たた

えているだけでよい

のに、ついつい和歌山の未来を託す彼らに「皆さん、奉仕活動も大事ですが、

精いっぱい生業に励んでください」と言ったりしてしまいます。彼らの一人一

人が社業に全力で取り組み、さまざまな工夫をしながら、業績を伸ばし、いず

れ世界に覇を唱えるようになったら、和歌山は万々歳だからであります。 

 インフラや、競争環境や、利用できる産業政策や、後ろ盾となる福祉政策も

随分整備してきました。そのうえで、若い世代がその若い活力と柔軟な頭脳と

大いなる野心を持って生業に励んでくれたら、それが報われる環境もできつつ

あります。実は、現に、製造業でも、農林水産業でも、飲食や流通やＩＴの世

界でも、若い人たちの活躍がだんだんと報じられるようになりました。テレビ

のニュースや特集、雑誌や新聞の報道にも若きエースがどんどん登場するよう

になりました。創業の場合もあるし、移住の人もいるし、家業を格段とレベル

アップした人もいます。このような和歌山の希望の星に、もうすぐ知事を退く

おじさんは心から期待しています。 

 

 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸  

  

10/11 記者会見にて 
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 今月の和歌山県政トピックス                     

 

●「和歌山県花を愛する県民の集い 大会」が開催されました       

 

 「和歌山県花を愛する県民の集い」は、

「花とみどりに彩られた郷土づくり」を

実現するために、昭和 55（1980）年に当

時県議会議員であった二階俊博衆議院

議員によって設立された団体です。 

これまで、素晴らしい花壇等の写真を

募集する「花いっぱいコンクール」、花

や緑に親しんでいただくためのハンギ

ングバスケット教室や寄せ植え教室の開催など様々な取組を行っています。 

 10 月１日に田辺市で開催された大会では、知事より、和歌山県花いっぱい運

動推進功労者と花いっぱいコンクールの和歌山県知事賞受賞者の皆さんに感謝

状や表彰状をお贈りしました。 

 今年度の「第 26 回和歌山県花いっぱいコンクール」には、昨年度の 126 点を

上回る 131 点の応募がありました。気持ちが沈んでしまいそうなコロナ禍の中、

私たちの心に癒しと元気を与えてくれる花を育てる文化が、県内で着実に広が

っていることを大変嬉しく思います。 

 また、和歌山県は世界的旅行ガイドブックである「ロンリープラネット」の

サステナビリティー部門において世界で唯一選出されたほか、「じゃらん宿泊旅

行調査 2022」都道府県魅力度ランキングの総合満足度において日本一を獲得す

るなど、その魅力は国内外から高く評価されており、今後より多くの観光客の

来県が予想されます。 

さらに、令和５年３月には田辺市で「第 61 回全日本花いっぱい田辺大会」の

開催が予定されていることから、花が咲き誇るまちで来県者を「おもてなしの

心」をもって温かくお迎えできるように、県内で花と緑を広げる活動が一層活

発となることを大いに期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美しい花々で沿道が彩られています 

花いっぱい運動推進功労者及び和歌山県花いっぱいコンクール受賞者の皆さんと知事 
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                     今月の和歌山県政トピックス   

 

＊上記被贈呈者の他に、「紀美野町まちづくり推進協議会 美しい郷づくり部

会」、「紀の川市荒見自治会」、「森岡田人の会」、「かがやきの会」、「西郷老人

会」、「むつみ町内会」には、和歌山県花を愛する県民の集い二階会長から功

労者感謝状が贈られました。 

＊また、第 26 回和歌山県花いっぱいコンクールの各部門で最優秀賞を受賞され 

た「みなべ町立高城小学校【学校の部】」、「神子浜町内会【職場・地域の部】」、 

「佐々木裕哲さん【家庭の部】」には、知事賞が贈られました。 
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 今月の和歌山県政トピックス                     

 

●「京都和歌山県人会創立 130 周年記念祝賀会」が開催されました    

 

 ９月 25 日に「京都和歌山県人会創立 130 周

年記念祝賀会」が盛大に開催されました。 

川口
かわぐち

直
なお

也
や

現会長をはじめ同県人会の歴代会

長及び会員の皆さんには、明治 25（1892）年

の創立以来、130 年という長きにわたってふる

さと和歌山の発展のために精力的にご活動い

ただき、大変ありがたく思っています。 

 記念祝賀会では、川口会長から、「人をつな

ぎ」「故郷とつながり」「歴史をつなぐ」といっ

た県人会の持つ「つなぐ」役割を担い、更に盛り立てていく旨の挨拶をされた

ほか、仁坂知事が「誕生 150 年を迎えた和歌山の今と未来」と題して記念講演

を行いました。 

そして、事務局の皆さんの温かい

気持ちがこもったサプライズ演出と

して、知事の 16 年間の軌跡を辿った

映像が上映され、会場は懐かしさと

大きな拍手に包まれました。 

皆さんにはふるさと和歌山への想

いを持ち続けていただけるように、

県としてこれからも様々な施策に一

生懸命取り組んでいかなければなら

ないと決意を新たにしました。 

令和５年 10 月には、海外・県外の県人会が一堂に会する「第２回和歌山県人

会世界大会」を開催する予定です。県人会の皆さんには是非、御家族と共に、

和歌山にお越しいただき、他の同志の皆さんとの相互の交流を図るとともに、

郷土への誇りを高め合っていただきたいと思います。 

 

 

  

川口会長の挨拶の様子 

知事の 16 年間を振り返る思い出の映像が上映されました 

京都和歌山県人会の皆さん 知事記念講演の様子 

（掲載写真は、京都和歌山県人会から御提供いただきました） 
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                     今月の和歌山県政トピックス   

 

●プレミア和歌山の首都圏での PR イベントを開催しました        

 

 県では、農林水産物、加工食品、工芸品など、数ある“和歌山のめぐみ”の中

でも特に優れたものを「プレミア和歌山」に認定し、推奨してきました。 

 10 月７日にホテル椿山荘

東京（東京都文京区）におい

て、プレミア和歌山の素晴ら

しさについて首都圏の皆さ

んに広く知っていただくた

め、メディア関係者や流通業

界関係者等に向けた PR イベ

ントを開催し、146 名の方に

お越しいただきました。 

 プレミア和歌山では、審査委員会委員長として残間
ざ ん ま

里江子
り え こ

さんに就任いただ

いているほか、プレミア和歌山の魅力を発信していただく応援団「プレミア和

歌山パートナー」として各界の著名な方々にも就任いただいています。 

 PR イベントでは、10 事業者がブースを構えて自慢の商品を PR する展示交流

会をはじめ、プレミア和歌山の食材を使用した料理の試食、プレミア和歌山推

奨品の製造・制作風景動画の上映などを行いました。 

さらに、残間委員長、プレミア和歌山パートナー、令和３年度特別賞・奨励

賞受賞者の皆さん、そして知事によるトークイベントでは、愛情をもって大事

に育てている様をお姫様みたいと言われたことに由来して「いちじくプリンセ

ス」と名付けたことや、「竹製バスロッド」の制作においては、幾度となく試行

錯誤を繰り返しながら納得できる機能性を追求していったことなど、それぞれ

の商品にまつわるストーリーが紹介され、参加者の方々は興味深そうに耳を傾

けていました。 

作り手の工夫と努力の結晶であるプレミア和歌山の品々を、皆さん是非お買

い求めください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

受賞者の皆さん、残間委員長、ﾌﾟﾚﾐｱ和歌山ﾊﾟｰﾄﾅｰの皆さんと知事 
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 今月の和歌山県政トピックス                     

 

●令和４年度和歌山県白梅賞表彰式を開催しました           

 

 10月５日、県庁の正庁において、

「令和４年度白梅賞表彰式」を開

催し、11名の方々を表彰しました。 

 県では、社会福祉に献身的に活

動し、その業績が顕著であり、他

の模範となる方々を讃えるため、

昭和 48 年に「和歌山県白梅賞」を

制定しており、今回で 50 回目を迎

えます。今回を含めてこれまで 409 名の方々を表彰してきました。 

 式典では、司会者から受賞者お一人お一人の御功績を紹介し、知事から表彰

状と記念品をお贈りしました。続いて、石橋由美子さん（社会福祉法人つわぶ

き会障害者支援施設綜成苑）から受賞者代表として、受賞の喜びとともに、先

輩や同僚をはじめ支えてくれた方々への感謝の気持ちやこれからも福祉の最前

線で一生懸命職務に励んでいくという決意が述べられました。 

 受賞者の皆さんのこれまでの多大な御尽力に深く敬意を表しますとともに、

県では、誰もが人権を尊重され、地域社会の一員として役割を持ち、世代や分

野を超えて支え合いながら、自分らしい生活を送ることができる地域共生社会

の実現に向けて全力で取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和４年度白梅賞受賞者の皆さんと知事 
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                     今月の和歌山県政トピックス   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●株式会社読売旅行と大型観光キャンペーンに関する協定を締結！    

 

 県では、観光に関わる団体・事業者や各産業界、県内市町村と相互に連携し、

和歌山を広く全国に紹介宣伝することで観光客の誘致拡大を図り、観光振興・

持続可能な観光地づくりによる地域課題の解決や地方創生を目的として、10 月

６日に株式会社読売旅行と大型観光キャンペーンに関する協定を締結しました。 

 同社は、自治体と連携して旅行

商品の造成や地域活性化事業を行

う「読売ロマンの旅」を推進して

おり、平成 11(1999)年からの集客

人員実績は 556 万人以上を誇って

います。このたび、令和５(2023)

年度の「読売ロマンの旅 in 紀伊和

歌山」として本県が実施地域に選

定されたため、協定書の締結に至りました。 

 これまでも、県では多様な旅のスタイルや嗜好に対応したテーマ別の取組に

よる誘客の多角化、旅行需要・県内消費の喚起を柱に、「蘇りの地、わかやま」

キャンペーンを更にパワーアップして推進するとともに、メディアや旅行会社

と連携し、世界遺産「高野山・熊野」「サイクリング王国わかやま」「水の国、

わかやま。」「わかやま歴史物語」など、旬の観光素材を継続的に情報発信し、

関西圏や首都圏等からの誘客を推進してきました。 

都道府県の中では全国初となる今回の協定締結を契機として、①観光素材の

企画・開発、ブラッシュアップ、②観光素材の広報宣伝・情報発信、③各種イ

ベントの企画・実施、④観光客の誘致促進、誘客対策について、読売新聞グル

ープが持つ多くの情報発信媒体を活用することで、コロナ禍からの回復を着実

なものとし、疲弊した観光産業を活性化させる起爆剤として全国への大きな観

光 PR につなげていきます。  

協定書を手にする(株)読売旅行貞広貴志取締役副社長と知事 
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 今月の和歌山県政トピックス                    

 

●国の重要文化財（建造物）が新たに指定されます！          

 

 10 月 12 日に国の文化審議会から、湯浅町の「角長（加納家住宅）11 棟」を

国重要文化財として指定するよう文部科学大臣に答申されました。 

「角長」は、湯浅町湯浅伝統的建造物

群保存地区の北西部に位置し、大仙堀
だいせんぼり

に

面して敷地を構えた醤油醸造家の住居

及び醸造施設群です。天保 12（1841）年

に現在地で創業し、以降現在に至るまで

醤油醸造町として評価されている湯浅

伝統的建造物群保存地区において醤油

醸造を続ける現役の施設であり、歴史的

景観を色濃く残す貴重な文化財です。 

11 棟のうち、「主屋」は、木造、平屋建一部二階建、瓦葺で、主体部は天保

12 年の創業時のものと考えられています。表構えは格子窓と縦板張りを基調と

し、二階には虫
むし

籠
こ

窓
まど

を開いた伝統的な町家の外観です。 

「麹室」は、木造、平屋建、瓦葺で、醤油

作りに必要な麹を仕込む建物です。明治 39

（1906）年に整備が行われ、内部はレンガ

積みの壁で東西二室に区切られました。 

「醤油蔵」は、木造、平屋建、一部二階建、

瓦葺で、江戸末期に建設後に増築を繰り返

した結果、構造は大きく三棟に分かれてい

ます。内部は間仕切りのない大きな土間の

空間で、仕込桶や圧搾機、大釜が据えられ、

仕込作業や圧搾、火入などの工程が行われています。 

「仕込蔵」は、醤油の醸造を行う大規模

な藏です。木造、二階建、瓦葺で、江戸末

期に建設されました。内部は 24 基の仕込

桶を並べ、桶の天
てん

端
ば

にあわせて全面に床

板を張り、仕込作業を行う二階をつくっ

ています。仕込蔵の二階は天井を張らな

い一室の大空間で、梁や棟木には、醸造に

よる酵母が付着し、角長の醸造施設の中

でも特に重要な空間となっています。 

なお、当該文化財が指定されれば、湯浅町管内では初の重要文化財となり、

本県の国重要文化財（建造物）は 85 件となります。  

(右 )主屋、(その奥)醤油藏、(左)角藏、(その奥)樽藏 

(右から)仕込藏、麹室、穀藏など 

仕込藏二階の内部 
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                     今月の和歌山県政トピックス   

 

●栃武蔵関が令和４年度大相撲九月場所における十両優勝報告に知事を

表表敬訪問しました                         

 

 令和４年９月 11 日から 25 日ま

での 15 日間にわたって、両国国技

館（東京都）で行われた大相撲九

月場所において、11 勝４敗という

好成績を納め、見事十両優勝を果

たした栃
とち

武蔵
む さ し

関が 10 月５日に知

事を表敬訪問しました。 

 栃武蔵関（本名：菅野
か ん の

陽
よう

太
た

さん）

は、埼玉県入間市出身の 23 歳で、入間少年相撲クラブへの入部を機に本格的に

相撲を始めました。平成 26 年に県立箕島高等学校普通科スポーツコースに入

学。令和３年に中央大学法学部を卒業後、春日野部屋に入門し、三段目百枚目

格付け出しで初土俵を踏みました。令和４年７月には、西幕下二枚目５勝２敗

の成績で十両昇進を果たしています。 

なお、箕島高等学校卒業生の新十両昇進は栃乃和歌（現：春日野親方）、大

輝煌、木村山（現：岩友親方）に次いで４人目となっています。 

 栃武蔵関には、より高みを目指して大活躍されることを期待しています。 

 

●深海産業有限会社の「新・棕櫚ほうき」が「第 94 回東京インターナシ

ョョナル・ギフト・ショー秋 2022」でグランプリを受賞しました！    

 

 令和４年９月７日から９日まで開催された、国内最大のギ

フト・雑貨の国際見本市「第 94 回東京インターナショナル・

ギフト・ショー秋 2022」において、深海産業有限会社の「新・

棕櫚ほうき」が、400 社以上の出展商品すべての中からグラ

ンプリ商品に輝きました。 

 「新・棕櫚ほうき」は、棕櫚繊維に特殊コートを染み込ませ

て配列を整えることにより、掃き心地が向上しているのみな

らず、持ち手には、海南市の塗り職人 YOSHIHIKO FUJII さん

による漆塗りを施したことで、漆の抗菌作用も期待できるな

ど、様式美と機能美を両立させた、新しい棕櫚ほうきです。 

県では、引き続き、中小企業が持つ優れた技術力に裏打ち

された製品「和歌山産品」を国内外に発信する取組を推進し

ていきます。 

  

栃武蔵関と知事 

新・棕櫚ほうき 
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 お 知 ら せ                          

 

●「和歌山県とインド・マハラシュトラ州との友好交流によるミティラー   

 美術館コレクション展 インド・コスモロジーアートの世界」開催中         

 

 県では、インド経済を牽引するマ

ハラシュトラ州と平成 25 年 10 月

に覚書を締結し、交流をスタートし

ました。その後、広範な分野におけ

る相互の交流拡大を目的として、着

実に友好関係を深めてきました。 

 本年は日本とインドの国交樹立

70 周年という記念の年であり、更

に来年には県とマハラシュトラ州

との覚書締結 10 周年を迎えることから、和歌山県立近代美術館では、ミティラ

ー美術館のコレクションから約 50 点を紹介する展覧会を開催しています。 

 新潟県十日町市の山中にあるミティラー美術館は、1970 年代を中心に活動し

た前衛音楽グループ「タージ・マハル旅行団」のメンバーである長谷川
は せ が わ

時夫
と き お

さ

んが設置・運営する私設美術館です。1982 年に開館した同館は、ミティラー地

方で 3000 年にわたって母から娘へと伝承されてきた壁画「ミティラー画」、先

住民族であるワルリー族が描く「ワルリー画」など多数の作品を収蔵しており、

これら多彩なコレクションの質と量は世界に類が無いものとして、インド政府

をはじめ国内外から高く評価されています。 

 また、10 月７日に開催されたオー

プニング式典では、テープカットの

ほか、インド舞踊が披露され、和歌

山大学教育学部附属小学校の児童

たちとの交流も行われました。 

 コスモロジーあふれるインド美

術の魅力に触れていただくことで、

和歌山県とインドの友好を深める機会となることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

  

オープニング式典での交流の様子 

ジヴヤ・ソーマ・マーシェ《村の結婚式》1994 年  



- 11 - 

                            お 知 ら せ  

 

●県立紀伊風土記の丘で秋期特別展「紀氏、大地を開く－宮井用水と耕地

開開発－」を開催中です                       

 

 県立紀伊風土記の丘では、現在、秋期

特別展として「紀氏、大地を開く－宮井

用水と耕地開発－」を開催しています。 

 紀 氏
きうじ/きし

は岩橋千塚古墳群を築き、『日

本書紀』、『古事記』に朝鮮半島で活躍

したことが記される古代豪族です。古

墳時代以降には紀
きの

(紀伊
き い

)国
こく

造家
ぞ う け

として

国を治める一方で、紀伊国
き い の く に

一 宮
いちのみや

として

祭祀の中心的な役割を占める日前
ひのくま

・

国 懸
くにかかす

神宮を奉斎
ほうさい

してきました。そして中世には、和歌山平野一円を神 領
じんりょう

として

支配し、羽柴秀吉の紀州攻めを経て、その系譜は現代にも繋がっています。 

 紀氏は「宮井用水」という灌漑水路によって、古

墳時代から中世にかけて耕地開発を行い、勢力基盤

としての穀倉地帯を和歌山平野に築きました。

「名草
な ぐ さ

溝
みぞ

」を原形とし、総延長 28km にも及ぶ大規

模灌漑水路である宮井用水は、現在も和歌山平野を

潤しており、紀氏がその礎を築いたといえます。 

また、宮井用水は、古墳時代以降に延伸や取水口

が変化してきた歴史があり、それに伴って流域の耕

地開発が行われてきました。 

 今回の特別展では、考古資料と文献史料の展示を

通じて、古墳時代から中世、そして現代まで脈々と

続く紀氏と宮井用水について探るとともに、近畿各

地の発掘調査の成果や耕地開発の進展について紹介します。 

 宮井用水形成の謎や約 2,500 年間の耕地開発の歴史に迫るなど、見どころが

盛り沢山ですので、皆さん是非お越しください。 

 

 

 

 

 

 

  

総光寺由来并太田城水責図〔和歌山市指定文化財〕 

名草溝の原形とされる 

音浦遺跡の古墳時代大溝 
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 お 知 ら せ                          

 

●ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）のご案内               

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふ

るさと和歌山を大切にしたい」、「和

歌山を応援したい」という思いを具

体化するための制度です。これまで

多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを頂いております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附

を「世界遺産『紀伊山地の霊場と参

詣道』の保全や活用」や「がん対策

の充実」などの分野で活用させてい

ただいております。 

御寄附につきましては、申出から

クレジット決済等までを同時に行う

ことが可能なふるさと納税総合サイ

トをご利用ください。 

また、和歌山県外にお住まいで１万円以上の御寄附をいただいた方には、和

歌山県優良県産品（プレミア和歌山）として県が認定した商品等の中から、事

業者の協力を得て選定した返礼品の中から１品をお選びいただけます。和歌山

県が誇る優良産品を是非ご堪能ください。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふ

るさと和歌山応援サイト」に掲載しています。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附にご協力いただきますようお願い申し

上げます。 

 

 

 

 

 

 

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－･ 

＊＊＊＊  ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては  ＊＊＊＊  
★お問合せ・申込窓口★          ★お問合せ窓口★  
〒640-8585                 〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地       東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課          都道府県会館12階 
担当 栩野、宮田、小弓場         和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)          担当 前 
FAX  073-423-1192             電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp  FAX  03-5212-9059 
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                            お 知 ら せ  

 

●ふるさと和歌山応援寄附を活用して行う県の取組              
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 ふるさと歳時記                           

 
 
イベント情報（11 月下旬～12 月下旬） 
 

＊新型コロナウイルス感染症の影響等により、規模の縮小や中止となる
場合があります。最新の情報は、各主催者へお問い合わせください。 

 

開催日・時期  行事名  場所  問い合わせ先  

11 月 下 旬 新嘗祭(牛の舌餅投げ) 
水門吹上神社 

（和歌山市） 

水門吹上神社 

073-422-7007 

12 月 ４ 日 
ねんねこ祭り 

「朝日遥拝行列」 

木葉神社  

（串本町） 

木葉神社 
0735-62-0470 

12 月 中 旬 
しまい観音 

厄除開運大根炊き 

紀三井寺 

（和歌山市） 

紀三井寺  

073-444-1002 

12 月 下 旬 那智の滝ライトアップ  
熊野那智大社 

（那智勝浦町）  

熊野那智大社 

0735-55-0321 

12 月 下 旬 
和歌山城天守閣の 

しめ縄飾り 

和歌山城 

（和歌山市） 

和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

 

自然・風物情報（11 月下旬～12 月下旬） 

時期  自然・風物名  場所  問い合わせ先  

11 月 下 旬 紅葉見ごろ 県内各所 

紅葉渓庭園 

（和歌山市） 

奇絶峡 

（田辺市） 

瀞峡 

（新宮市） 

和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

田辺観光協会 

0739-26-9929 

熊野交通 

0735-22-6220 

12 月 上 旬 センリョウの収穫  
真妻地区 

（印南町） 

印南町役場産業課  

0739-42-1737 

12 月 上 旬 
熊野本宮大社で  
大しめ縄張り替え  

熊野本宮大社 

（田辺市） 

熊野本宮大社 

0735-42-0300 

12 月 下 旬 
ツキノワグマ「ベニー」  
仕事納め 

和歌山城公園 

（和歌山市） 

和歌山城整備企画課 

073-435-1044 
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～編集後記～ 

 

和歌山も実りの秋を迎えました。みなさまいかがお過ごしでしょうか。 

今月も「和歌山だより」をご覧いただきありがとうございます。 

 

 県政トピックス（P4）でもお伝えしております「京都和歌山県人会創立 130 周年祝

賀会」に参加させていただきました。大阪、堺、神戸の各県人会のみなさまとともに、

およそ 100 人の方が参加されていました。コロナの影響でここ３年くらい県人会の開

催 が 見 送 ら れ て い た た め 、 県 人 会 の み な さ ま に 初 め て お 会 い す る こ と が で き た の で す

が、いつになく緊張ぎみでご挨拶申し上げたところ、「編集後記の人ですな」「知事メ

ッセージと編集後記をはじめに読んでいます」との温かいお言葉をいただき、一気に緊

張がほぐれて、新しいご縁をいただくことができました。ありがとうございます。 

 祝賀会も中盤を迎え、司会の方の「スクリーンにご注目ください」というアナウンス

に続き、県人会のみなさまの活動のご様子がスライドショーで紹介されました。和歌山

県の市町村の風景も次々に登場し、会場からは「懐かしいのぉ」というお声も。美しく、

それでいて素直で飾らない真っ直ぐなナレーションに会場全体が聞き入りながら、素敵

なサプライズに釘付けになりました。続いて、スクリーンには、仁坂知事の１６年間を

振り返る数々の思い出のショットが映し出され、会場からは、当時を懐かしむお声とと

もに大きな拍手をいただきました。なんて素敵な、温かいサプライズでしょうか。 

ちなみに、素敵なナレーションは、京都県人会の「希望の星」でいらっしゃる大学生

の方が担当してくださったと伺いました。お忙しい中、このようなすばらしいプレゼン

トにお力を注いでくださったすべてのみなさまに深く感謝申し上げます。 

今回お会いできました京都、大阪、堺、神戸の各和歌山県人会のほか、東京では在京

和歌山県人会、名古屋では東海県人会のみなさまが活動してくださっています。詳しく

は、秘書課（下記参照）までお気軽にお尋ねください。 

日中は過ごしやすいですが、朝晩はひんやりする日が多くなってまいりました。 

みなさま、体調にはくれぐれもお気をつけてお過ごしください。 

 

 

 

           知事室 秘書課長  西 山 雅 美 

 

 

 
 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌 
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。（下記の FAX（様式自由）、E-Mail 等でお願いします。）  

■FAX    073-422-4032 

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

 

★「和歌山だより」Web 版を和歌山県ホームページにアップしています。Web 版なら 

ではの美しい画面を楽しんでいただけますので、是非ご覧ください。 

和歌山県のホームページ  https://www.pref.wakayama.lg.jp/ 

ふ る さ と 和 歌 山 応 援 ｻｲﾄ https://www.pref.wakayama.lg. jp/prefg/010500/furusato/ 

*個 人 情 報 に つ き ま し て は 、 「 和 歌 山 だ よ り 」

の 発 行 以 外 の 目 的 に は 、 使 用 い た し ま せ ん 。  

2022 年（令和４年）11 月 NO.174 

和歌山県 秘書課  
〒 6 4 0 - 8 5 8 5  和歌山県和歌山市小松原通１－１  
TEL 073-441-2026  


